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区間度数故障モード型データ
の分析手順
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手順1：データ形式変換

• StatWorksで分析する前に，お持ちのデータ（「元データ」）を
「区間度数故障モード型」形式（「StatWorks分析データ」）に
変換して頂く必要があります．

• このような変換は，例えば，Excelのピボットテーブルで行うこと
ができます．

• 元データが，例えば，「製造年月」，「故障・打切り年月」の形
式の場合は，このデータから「稼働月数」を算出していただく必
要があります．

（算出式例：稼働月数＝故障・打切り年月-製造年月+1）

行No 稼働月数 故障ﾓｰﾄﾞ
1 1 2
2 1 2
3 1 2
4 1 1
5 1 1
6 1 1
7 1 1
8 1 1
9 2 2
10 2 2
11 2 2
12 2 2
13 2 2
14 2 1
15 2 1
16 2 1
17 2 1
18 3 2
19 3 2
20 3 2
21 3 2
22 3 2
23 3 2
24 3 1
94 6 1
95 6 1
96 6 1
97 6 1
98 6 1
99 6 1
100 6 1

稼働月数 度数 故障ﾓｰﾄﾞ
1 3 2
1 5 1
2 5 2
2 4 1
3 6 2
3 2 1
4 6 2
4 2 1
5 3 2
5 6 1
6 58 1

故障モード→2：故障，1：打切り

元元元元データデータデータデータ StatWorksStatWorksStatWorksStatWorks分析分析分析分析データデータデータデータ
（（（（区間度数故障区間度数故障区間度数故障区間度数故障モードモードモードモード型型型型））））

データ形式データ形式データ形式データ形式
変換変換変換変換

稼働月数が1ヶ月

以内で故障したサ
ンプル数

稼働月数が1ヶ月

以内で打ち切った
サンプル数

稼働月数が1～
2ヶ月の間に故障

したサンプル数

稼働月数が1～
2ヶ月の間に打ち

切ったサンプル数
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手順2：データの貼り付け
②StatWorksを起動し，
2列目の灰色のセル
（「N2」，「変数2」が
表示されているセル）を
クリックします．
（これにより，2列目が選
択状態となります）

③メニュー[編集]-
[貼り付け]を選択し
ます．

④「データ読込み属性の
指定」ダイアログが表示
されますので，デフォル
トのまま「OK」ボタンを
押します．

①Excel上で分析対象データ
を範囲選択します（このとき，
変数名も選択します）．
そして，Excelのメニュー[編
集]-[コピー]を選択します．

⑤StatWorksのワークシート
にデータが貼り付きます．
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手順3：変数属性の変更
• 故障モードが入力された変数の属性は「質的変数」である必要があります．

• 変数属性の変更は，下図の手順で行うことができます．

① 故障モードが入力された
列（変数）の灰色のセルを
クリックします．

②「入力項目」の「▼」ボタン
を押すとリストが表示されます
ので，そのリストの「質的変
数」を選択します．

③確認メッセージが表示
されますので，「はい」
ボタンを押します．

④故障モードが入力された
列（変数）の属性が「質的
変数」に変更されます
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手順4：分析対象データ
• 以上の手順で，StatWorksのワークシート上への分析対象データの入力は終了

です．
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手順5：メニューの選択
• メニュー[手法]-[信頼性解析]-[確率紙]-[確率紙]を選択します．

© 2010, The Institute of JUSE. All Rights Reserved.



(c)The Institute of JUSE, 2010.01.25

7

手順6：変数の指定
• 「変数の指定」ダイアログが表示されますので，「稼働月数」，「度数」，

「故障モード」を指定し，「次へ進む」ボタンをクリックします（変数の指定
は，変数名上でクリックすることにより行うことができます）．

• 特に， 「稼働月数」，「度数」は， 「稼働月数」→「度数」の順で指定して
下さい（システムでは，最初に指定された変数を区間が入力されている変数で
あると認識します）．
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手順7：属性の指定・確率紙選択

• 「属性の指定」ダイアログが表示されます．

• 「属性の指定」ダイアログの設定は変更せずに（デフォルトのままで）「次へ」
ボタンを押します．

• さらに，「確率紙選択」ダイアログが表示されますので，「ワイブル確率紙」ボ
タンを押します．
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手順8：確率紙
• 「確率紙」画面が表示されます．

• デフォルトでは，縦軸は累積ハザード値（H(t)）となります．縦軸を不信頼度
（F(t)）に変更したい場合は，ツールボタン を押して下さい．

縦軸が不信頼度
F(t)となります．
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手順9：計算表・予測
• 画面下部の「計算表」タブ，「予測」タブをクリックすると，それぞれ「計算

表」画面，「予測」画面が表示されます．

• 「計算表」画面では，確率紙上のプロットの値を確認することができます．

• 「予測」画面では，指定した故障時間に対する累積ハザード値H(t)・不信頼度
F(t)の予測などを行うことができます．

「計算表」タブ 「予測」タブ
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